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本
町
の
公
共
交
通
は
人
口
の

減
少
な
ど
の
影
響
で
利
用
者
が

減
り
、
亊
業
者
に
よ
る
地
域
の

交
通
網
が
縮
小
さ
れ
、
さ
ら
に

は
住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
郊
外

か
ら
市
街
地
ま
で
の
交
通
の
確

保
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
交
通
弱
者
対
策
と

し
て
、
「
高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利

用
事
業
」、
「
重
度
障
害
者
ハ

イ
ヤ
ー
料
金
補
助
事
業
」
な
ど

の
福
祉
を
目
的
と
し
た
交
通
支

援
、
平
成
25
年
か
ら
は
予
約
制

バ
ス
の
実
証
実
験
運
行
を
行
な

っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
重
要
性
が

大
き
く
な
る
事
を
考
え
、
充
実

予約制バスの
　利用について

会所管事務調査報告

を
図
る
う
え
で
、
予
約
制
バ
ス

や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行

に
取
り
組
ん
で
い
る
、
厚
真

町
、
長
沼
町
、
猿
仏
村
の
調
査

を
実
施
し
た
。

　

ど
こ
の
町
村
も
課
題
は
同
じ

く
、
昭
和
63
年
以
降
、
輸
送
人

員
の
減
少
等
か
ら
民
間
バ
ス
事

業
の
撤
退
が
相
次
ぎ
、
生
活
路

線
（
地
域
の
足
）
維
持
、
確
保

の
た
め
、
民
間
廃
止
路
線
を
町

が
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
利
用
者

の
減
少
に
よ
り
、
効
率
の
良
い

予
約
制
バ
ス
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
コ
ス
ト
の
面
で

は
、
逼
迫
し
た
財
政
の
中
、
多

額
の
運
行
経
費
を
必
要
と
し
て

（１）効率的な運行の実現に向けて、今ある「定期バス」・「福祉ハイヤー事業」・「予約
制バス運行」の運行方法などの見直しにより、デマンド方式（バス・ハイヤー）を
利用した沼田町独自の運行方法の検討が望まれる。

（２）利用促進に当たっては予約方式に対する理解を深め、待ち時間等に対する抵抗感を軽減する
ための工夫と地域間の利用格差の改善に向けた住民への周知等の取り組みが必要である。

意見

予約をする　役場建設課

35-2116　へ電話
　　　①　名　前
　　　②　連絡先
　　　③　希望の時間
　　　④　目的地を伝ある。

乗車料金　　　1乗車　100円

予約制バス利用方法

委 員 長　絵内　勝己
副委員長　鵜野　範之
委　　員　上野　敏夫

渡辺　敏昭
津川　　均

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

し
、
利
用
者
の
負
担
の
軽
減
と

利
用
促
進
を
図
っ
て
い
た
。

　

沼
田
町
に
お
い
て
も
、
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
で
安

心
な
移
動
を
可
能
と
す
る
「
地

域
の
足
」
の
確
保
、
公
共
交
通

空
白
の
解
消
、
バ
ス
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
生
活
交
通
の
確
保
の

た
め
、
デ
マ
ン
ド
型
（
予
約
制

バ
ス
）
交
通
の
導
入
に
よ
り
合

理
的
な
運
行
を
実
施
し
、
交
通

体
系
の
確
立
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。

　

調
査
結
果
を
次
の
意
見
を
付

し
、
報
告
と
す
る
。
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こ
れ
か
ら
の
観
光
事
業
に
つ

い
て
は
「
新
成
長
戦
略
（
基
本

方
針
）」
の
中
で
、
観
光
立
国
・

地
域
活
性
化
戦
略
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
の
観
光
政
策
は

観
光
振
興
を
「
ま
ち
づ
く
り
」

や
「
む
ら
お
こ
し
」
に
活
か
し

て
い
く
た
め
の
観
光
地
域
づ
く

り
、
さ
ら
に
は
広
域
観
光
や
人

材
育
成
等
の
取
り
組
み
が
重
要

と
な
る
な
ど
、
多
様
化
、
複
合

化
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
協
会
の
活

動
も
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
取

観光事業に
　　　　ついて

産建福祉常任委員

り
組
み
を
推
進
し
て
行
く
た
め

に
も
体
制
の
変
革
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

沼
田
町
に
お
い
て
も
、
開
拓

1
2
0
年
と
な
り
、
そ
の
歴
史

の
な
か
で
た
く
さ
ん
の
空
間
と

時
間
、文
化
が
生
ま
れ
て
き
た
。

　
「
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
文
化
、

「
ほ
た
る
・
化
石
」
な
ど
の
自

然
環
境
・
資
源
の
保
全
、
「
雪

中
米
・
雪
夏
祭
」
な
ど
の
雪
を

利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ミ

ュ
二
テ
イ
、
「
本
願
寺
駅
逓
・

ク
ラ
ウ
ス
15
号
蒸
気
機
関
車
」

（１）観光業と農商工業が連携した、観光地域づくりを推進していくためには、多様な
主体の連携と協働が不可欠であり、これらをコーディネートしつつ、長期間行うイ
ベントやフード戦略、サービスをプロデュースできる、民間の事業マインドと経営

センスを持った責任者が不可欠である。
　そのためには、新たな独立した組織が必要と考えられる。

（２）観光を推進する組織が、持続的かつ効果的に必要な事業を行っていくためには、安定した独
自財源を確保していく必要があり、自立した運営への配慮が必要である。

意見

な
ど
の
文
化
財
の
保
護
、「
米
・

野
菜
・
加
工
品
」な
ど
の
新
鮮
・

安
全
な
地
場
産
品
の
販
売
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
観
光
資
源
が

あ
る
。
こ
の
資
源
を
観
光
業
と

農
商
工
業
者
と
が
連
携
し
、
地

域
経
済
全
体
の
振
興
を
も
視
野

に
入
れ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、
こ
れ
ら
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
新
た
な
事
業

や
商
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き

る
組
織
が
必
要
と
考
え
調
査
を

実
施
し
た
。
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
５
年
4
月
27
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―
３
５
―

２
１
１
７

　本年度、沼田町土地改良区の役員満了に伴い新しく理事

長に就任しました。大変重責ではありますが、常に農業者

の気持ちを忘れず務めていきたいと考えていますのでよろ

しくお願い致します。

　土地改良区の役割は、農作物に必要な水（主に水稲栽培）

を圃場に入水する為の施設管理・維持、現在の機械化・将

来の大規模経営を見据えた農業に必要な基盤整備及び暗渠

工事等、主に農業の土台の部分を担っています。特に水の

管理については、自然相手ですので頭首工・ダム、貯水池・

揚水機を使い５月から８月までの４か月間、近年の変動の

激しい天候にも対応できる水を供給出来る様、組合員・用

水管理組合と連携を取りながら行っています。先人の方々が、

沼田町の農業が水稲を中心とした経営が出来る様、苦労を

して作り上げた各施設を維持・管理する土地改良区を次世

代に継承出来る様、役職員一同頑張っていきますのでよろ

しくお願いいたします。

　本年も雪が少なく又雪解けも例年に比べ著しく早く、水

の心配もありますが、自然相手の農業、組合員の協力のも

と自然の恵みの水を大切に使用して豊穣の秋を迎えること

を願うとともに、皆様に良質な農産物をお届け出来るよう

沼田町土地改良区も沼田町農業の一翼を担うよう頑張りま

すので今後もご指導応援よろしくお願いいたします。

沼田町土地改良区　理事長 岡 田 聖 人

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫

　長
原

　誠

鵜
野
範
之

　久
保
元
宏

　

今
期
の
議
会
広
報
委
員
と

し
て
「
み
ん
な
の
議
会
」
の

発
刊
も
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
46
号
か
ら
第
61
号
ま
で

16
回
の
発
刊
に
携
わ
り
ま
し

た
。

　

最
初
は
、
議
員
自
ら
が
編

集
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
ワ

ー
ド
ソ
フ
ト
に
戸
惑
い
な
が

ら
編
集
を
し
た
事
が
お
も
い

だ
さ
れ
ま
す
。

　

と
く
に
、
夜
遅
く
ま
で
編

集
に
苦
労
し
た
第
48
号
が
、

全
道
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
特
選
を
い
た
だ
い
た
時
は

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま

し
た
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
町
民

に
見
て
、
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
誌
」
に
心
掛
け
な
が
ら

の
編
集
で
し
た
。

　

第
62
号
よ
り
議
会
広
報
委

員
が
変
わ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
以
上
に
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

あ
と
が
き

土地改良区の役割

全
国
町
村
議
会
議
長
会

「
自
治
功
労
者
表
彰
」

　

こ
の
度
、
杉
本
議
長
、
絵
内

議
員
が
全
国
議
会
議
長
会
自
治

功
労
者
表
彰
を
授
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

杉
本
議
長
は
、
議
長
７
年
以

上
に
よ
る
授
賞
、
絵
内
議
員

は
、
議
員
15
年
以
上
に
よ
る
授

賞
で
す
。

　

定
例
会
本
会
議
前
、
議
場
に

て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
議
長
は
、
12
月
の
北
海

道
社
会
貢
献
賞
に
続
い
て
の
授

賞
に
な
り
ま
す
。

議
会
事
務
局
交
代

　

議
会
事
務
局
の
吉
田
書
記
が

４
月
１
日
付
け
で
北
海
道
経
済

産
業
局
へ
派
遣
と
な
り
ま
す
。

　

３
年
６
ケ
月
、
議
会
事
務
局

と
し
て
の
職
務
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

　

道
経
済
産
業
局
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

同
日
付
で
、
林
亮
太
書
記
が

農
業
商
工
課
よ
り
、
議
会
事
務

局
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。


